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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第84期
第１四半期
連結累計期間

第85期
第１四半期
連結累計期間

第84期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 6,355,822 6,178,122 26,020,628

経常利益 (千円) 346,584 186,063 1,014,825

四半期(当期)純利益 (千円) 180,762 95,757 352,828

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 188,851 313,787 92,334

純資産額 (千円) 13,953,617 14,094,172 13,725,138

総資産額 (千円) 25,671,931 27,136,699 26,657,929

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 6.87 3.69 13.50

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 49.3 46.6 46.7

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．第84期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項
のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に
記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績の分析
当第１四半期連結累計年度におけるグローバル経済は、欧州における金融不安等の懸念材料がありまし
たが、アジア経済圏における景気の回復基調に支えられて推移しました。わが国の経済につきましては、本
年３月11日に発生した東日本大震災がサプライチェーンに大きな打撃を与え更には電力供給問題にも発展
し、深刻な状況に陥りました。
このような経済情勢の下、当社グループにおきましてはアジア経済圏では堅調でしたが、国内では自動車
メーカーをはじめとする大手ユーザーの減産の影響は避けられず、販売は減少いたしました。新規商品によ
る新規顧客と需要の開拓や経費効率の向上にも継続して努めると共に、節電への取組みも開始しユーザー
と共に早期回復に向けて注力してまいりました。
その結果、当社グループの当第1四半期の連結業績は、売上高は6,178百万円（前年同四半期比2.8％減）、
営業利益は208百万円（前年同四半期比46.4％減）、経常利益は186百万円（前年同四半期比46.3％減）と
なり、四半期純利益は95百万円（前年同四半期比47.0％減）となりました。
　
事業の種類別セグメントの業績につきましては、次のとおりであります。
　
・機械部門
食品業界向け設備物件の受注が順調に推移したものの、自動車製造関連の装置販売は減少しました。
当部門の売上高は、509百万円（前年同四半期比1.4％増）、営業損失は48百万円（前年同四半期の営業損
失は27百万円）となりました。
　
・化成品部門
中国における自動車生産は順調に推移しましたが、国内においては震災の影響により自動車製造関連部
材の販売が減少しました。
当部門の売上高は、1,150百万円（前年同四半期比8.6％減）、営業利益は117百万円（前年同四半期比
23.7％減）となりました。
　
・化学品部門
アジア経済圏におけるケミカル品の販売及びディスケーリング加工の売上高は順調に推移しましたが、
中国における化学品新工場の立ち上げや原材料価格高騰の影響を受けました。
当部門の売上高は、1,063百万円（前年同四半期2.1％増）、営業損失は41百万円（前年同四半期の営業損
失は20百万円）となりました。
　
・産業用素材部門
アジア経済圏及び欧州における自動車や家電向け防音材の販売は堅調に推移しましたが、国内では震災
による生産の一時停止や減産により販売は減少しました。
当部門の売上高は、2,071百万円（前年同四半期比11.1％減）、営業利益は153百万円（前年同四半期比
45.6％減）となりました。
　
・化工品部門
カーケア関連ケミカル及びファインケミカルの販売は回復基調となり、新規開発商品も導入しました。
当部門の売上高は、744百万円（前年同四半期比6.3％増）、営業利益は11百万円（前年同四半期の営業損
失は4百万円）となりました。
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・その他部門
中国及びロシア向け原材料の貿易が好調に推移し売上高が増加しました。
当部門の売上高は、637百万円（前年同四半期比22.5％増）、営業利益は15百万円（前年同四半期比
185.7％増）となりました。
　

（２）財政状態の分析
当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比べ478百万円増加し、27,136百万
円となりました。主な要因は、上海特信汽車部件有限公司の新規連結等に伴う有形固定資産の増加（249百
万円）及び保有株式の株価の上昇等に伴う投資有価証券の増加（144百万円）によるものです。
負債は前連結会計年度末と比べ109百万円増加し、13,042百万円となりました。主な要因は、短期借入金の
増加（194百万円）によるものです。
純資産は前連結会計年度末と比べ369百万円増加し、14,094百万円となりました。主な要因は、少数株主持
分の増加（177百万円）によるものです。
　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題
当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及
び新たに生じた課題はありません。
　

（４）研究開発活動
当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は145百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年８月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 26,801,45226,801,452
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は、
1,000株であります。

計 26,801,45226,801,452― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年６月30日 ― 26,801 ― 2,201,205 ― 2,210,605

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成23年３月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

平成23年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

882,000
― ─

完全議決権株式(その他)
普通株式

25,720,000
25,720 ─

単元未満株式
普通株式

199,452
― ─

発行済株式総数 26,801,452 ― ―

総株主の議決権 ― 　 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」及び「単元未満株式」欄には、証券保管振替機構名義の株式がそれぞれ4,000　　 

　 株(議決権4個)及び622株含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式133株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成23年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

株式会社パーカー
コーポレーション

東京都中央区日本橋人形町
二丁目22番１号

882,000 ─ 882,000 3.29

計 　 882,000 ─ 882,000 3.29

　

２ 【役員の状況】

　　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成23年４月１日

から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,240,226 4,909,991

受取手形及び売掛金 7,212,971 6,963,313

商品及び製品 1,509,184 1,622,648

仕掛品 33,667 50,992

原材料及び貯蔵品 473,377 529,962

繰延税金資産 213,811 216,306

その他 372,890 786,562

貸倒引当金 △12,393 △11,361

流動資産合計 15,043,735 15,068,416

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,950,601 5,233,212

減価償却累計額 △2,531,983 △2,600,396

建物及び構築物（純額） 2,418,617 2,632,816

機械装置及び運搬具 3,078,869 3,094,627

減価償却累計額 △2,038,788 △2,115,574

機械装置及び運搬具（純額） 1,040,081 979,052

土地 4,172,171 4,177,928

リース資産 190,881 193,792

減価償却累計額 △87,714 △89,125

リース資産（純額） 103,167 104,667

建設仮勘定 148,622 232,464

その他 2,543,794 2,583,795

減価償却累計額 △2,174,647 △2,209,726

その他（純額） 369,147 374,069

有形固定資産合計 8,251,808 8,500,998

無形固定資産

リース資産 52,618 45,041

その他 16,001 38,588

無形固定資産合計 68,619 83,630

投資その他の資産

投資有価証券 2,748,589 2,893,362

長期貸付金 188,500 238,000

繰延税金資産 8,797 8,905

その他 537,925 533,357

貸倒引当金 △190,045 △189,970

投資その他の資産合計 3,293,766 3,483,655

固定資産合計 11,614,194 12,068,283

資産合計 26,657,929 27,136,699
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,772,335 3,784,564

短期借入金 4,191,894 4,386,586

1年内返済予定の長期借入金 300,000 275,000

リース債務 67,308 62,398

未払法人税等 266,038 120,117

賞与引当金 335,225 178,712

繰延税金負債 339 339

その他 646,089 841,407

流動負債合計 9,579,231 9,649,126

固定負債

長期借入金 1,900,000 1,900,000

リース債務 94,880 93,741

繰延税金負債 161,068 200,674

退職給付引当金 907,270 915,119

役員退職慰労引当金 184,757 189,047

負ののれん 44,100 40,091

資産除去債務 13,198 13,296

その他 48,284 41,430

固定負債合計 3,353,559 3,393,400

負債合計 12,932,791 13,042,526

純資産の部

株主資本

資本金 2,201,205 2,201,205

資本剰余金 2,277,399 2,277,399

利益剰余金 7,867,654 7,896,464

自己株式 △201,261 △201,261

株主資本合計 12,144,997 12,173,807

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 836,452 908,707

繰延ヘッジ損益 4,197 2,894

為替換算調整勘定 △538,954 △447,625

その他の包括利益累計額合計 301,696 463,976

少数株主持分 1,278,444 1,456,388

純資産合計 13,725,138 14,094,172

負債純資産合計 26,657,929 27,136,699
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 6,355,822 6,178,122

売上原価 4,508,319 4,459,559

売上総利益 1,847,502 1,718,562

販売費及び一般管理費 1,458,528 1,510,065

営業利益 388,974 208,497

営業外収益

受取利息 3,790 5,643

受取配当金 13,291 13,839

負ののれん償却額 4,009 4,009

デリバティブ評価益 － 11,246

その他 11,125 18,829

営業外収益合計 32,216 53,568

営業外費用

支払利息 15,565 14,308

持分法による投資損失 5,301 28,427

デリバティブ評価損 20,231 －

為替差損 27,593 22,261

その他 5,914 11,004

営業外費用合計 74,606 76,001

経常利益 346,584 186,063

特別利益

固定資産売却益 1,639 2,397

特別利益合計 1,639 2,397

特別損失

固定資産売却損 12,143 －

固定資産除却損 3,683 －

投資有価証券評価損 206 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 6,621 －

特別損失合計 22,656 －

税金等調整前四半期純利益 325,568 188,461

法人税、住民税及び事業税 98,097 60,037

法人税等調整額 1,330 △2,118

法人税等合計 99,427 57,919

少数株主損益調整前四半期純利益 226,140 130,542

少数株主利益 45,377 34,785

四半期純利益 180,762 95,757
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 226,140 130,542

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △108,224 58,459

繰延ヘッジ損益 △59 △1,303

為替換算調整勘定 101,365 109,503

持分法適用会社に対する持分相当額 △30,370 16,585

その他の包括利益合計 △37,289 183,244

四半期包括利益 188,851 313,787

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 117,616 258,038

少数株主に係る四半期包括利益 71,234 55,749
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第１四半期連結会計期間より、重要性が増したため、子会社である上海特信汽車部件有限公司を連結

の範囲に含めております。

　

【会計方針の変更等】

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

当第１四半期連結累計期間 
(自　平成23年４月１日 
　至　平成23年６月30日)

１　税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四

半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　

【追加情報】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

　１　保証債務残高

　　　子会社の輸入通関納付猶予に対する当社の保証

　 83,503千円

　１  保証債務残高

　　　子会社の輸入通関納付猶予に対する当社の保証

　 77,588千円　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及び負の

のれんの償却額は、次のとおりであります。

　

前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

　

減価償却費 161,222千円

負ののれん償却額 △4,009〃
　

　

減価償却費 161,136千円

負ののれん償却額 △4,009〃
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月25日
定時株主総会

普通株式 39,486 1.5平成22年３月31日 平成22年６月28日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日
定時株主総会

普通株式 64,798 2.5平成23年３月31日 平成23年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　

報告セグメント
その他
(注) １

調整額

四半期
連結損
益計算
書計上
額　(注)
２

機械部門
化成品
部門

化学品
部門

産業用
素材部門

化工品
部門

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 502,7081,258,9401,042,1162,331,269700,5095,835,544520,277 ― 6,355,822

セグメント間の内部
売上高又は振替高

 
182 49,8697,53513,482403 71,47216,960△88,433 ―

計 502,8901,308,8091,049,6522,344,751700,9125,907,017537,238△88,4336,355,822

セグメント利益  
(△セグメント損失)

△27,751153,977△20,782282,339△4,348383,4335,541 ― 388,974

　(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、石油関連商品・不動産賃貸・介護

機器を含んでおります。

  ２ 報告セグメントの利益と四半期連結損益計算書の営業利益との差額は、「その他」の区分の利益でありま

す。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　

報告セグメント
その他
(注) １

調整額

四半期
連結損
益計算
書計上
額　(注)
２

機械部門
化成品
部門

化学品
部門

産業用
素材部門

化工品
部門

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 509,5401,150,9311,063,9212,071,842744,6925,540,927637,194 ― 6,178,122

セグメント間の内部
売上高又は振替高

 
63 56,21010,26112,662408 79,60525,445△105,051 ―

計 509,6031,207,1411,074,1832,084,504745,1015,620,533662,640△105,0516,178,122

セグメント利益  
(△セグメント損失)

△48,074117,552△41,846153,49411,541192,66715,829 ― 208,497

　(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、石油関連商品・不動産賃貸・介護

機器を含んでおります。

  ２ 報告セグメントの利益と四半期連結損益計算書の営業利益との差額は、「その他」の区分の利益でありま

す。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 ６円87銭 ３円69銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 180,762 95,757

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 180,762 95,757

普通株式の期中平均株式数(株) 26,324,162 25,919,319

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

　

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年８月10日

株式会社パーカーコーポレーション

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    小    森    幹    夫    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    佐    野    康    一    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社パーカーコーポレーションの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期
連結会計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１
日から平成23年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益
計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社パーカーコーポレーション及び連結
子会社の平成23年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を
適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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